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1,利用率、介護保険収入、利用料収入 

 

利用率、介護保険収入、利用料収入(いすず苑) 

 

利用率 

月 入  所（１００人） ショート（１０人） デイ（３０人） 

４ ９５.９％（９２.６） １０６.７％（１３１.７） ８２.５％（８２.７） 

５ ９５.７％（９６.９） １１７.４％（１１０.３） ８５.９％（８２.５） 

６ ９７.４％（９７.３） １１６.３％（１０２.３） ８７.３％（８２.３） 

７ ９８.０％（９７.４） １００.３％（８９.０） ８３.１％（８４.１） 

８ ９７.４％（９７.０） １０６.５％（９２.３） ８６.２％（８２.６） 

９ ９６.２％（９８.８） １０８.７％（９５.０） ９３.２％（８１.０） 

10 ９６.７％（９９.５） １１３.５％（１００.６） ９０.１％（７９.０） 

11 ９７.１％（９７.６） １０７.０％（９７.０） ８７.０％（８２.８） 

12 ９５.８％（９８.９） １１１.０％（１０６.８） ８４.５％（８５.１） 

1 ９２.９％（９６.８） １０５.８％（１１１.３） ７８.２％（８１.２） 

2 ９３.４％（９５.５） １０６.８％（９８.９） ７９.５％（７２.５） 

3 ９３.７％（９５.８） １１７.１％（１０７.４） ７６.３％（６６.７） 

累計 ９５.９％（９７.０） １０９.８％（１０３.６） ８４.５％（８０.２） 

※（ ）は２９年度 

 

介護保険収入 

月 合 計 入  所 ショート デイ 

４ 
３７，２３６，１０５ ２９，３１８，４７３ ３，１６１，８２１ ４，７５５，８１１ 

３６，０９３，１５０ ２７，２１５，８８１ ４，１６０，９４３ ４，７１６，３２６ 

５ 
３８，１９５，５０４ ２９，３２１，０９４ ３，３１９，４６６ ５，５５４，９４４ 

３７，３５１，８１６ ２９，０９８，８４２ ３，１８６，９３６ ５，０６６，０３８ 

６ 
３８，１１２，２０８ ２９，０４０，１５６ ３，６０３，３７８ ５，４６８，６７４ 

３６，１４５，１２６ ２８，２３９，９１２ ３，００７，４５５ ４，８９７，７５９ 

７ 
３８，６２１，６５５ ３０，４８６，０９７ ２，９４１，５８１ ５，１９３，９７７ 

３２，２３６，４３５ ２９，６２７，５４３ ２，５８１，１０９ ２７，７８３ 

８ 
３９，１１６，６８２ ３０，４２３，５４０ ３，０３２，２０１ ５，６６０，９４１ 

４２，０９６，８３４ ２９，２１８，６８７ ２，６８３，９３６ １０，１９４，２１１ 

９ 
３７，６６７，２２９ ２９，０６３，２４２ ３，０６７，１０４ ５，５３６，８８３ 

３６，６８３，０９７ ２８，９６６，３４５ ２，５８２，７２６ ５，１３４，０２６ 

10 
３９，６８４，８８８ ３０，６２６，２０３ ３，１８３，５０５ ５，８７５，１８０ 

３８，６４７，６６４ ３０，５６１，８２４ ３，００１，７４３ ５，０８４，０９７ 

11 
３８，３８９，９３３ ３０，０３９，５６０ ２，７６０，１０７ ５，５９０，２６６ 

３６，２５２，０４９ ２８，２３６，６１６ ２，６６８，８０１ ５，３４６，６３２ 

12 
３９，３３５，９５９ ３０，８３０，７０３ ３，１０４，２４１ ５，４０１，０１５ 

３７，２６８，３５５ ２８，７４６，００４ ３，０７４，００５ ５，４４８，３４６ 
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1 
３７，０７９，８４９ ２９，７７５，７３６ ２，７２８，８１４ ４，５７５，２９９ 

３７，５４６，４２７ ２９，４４３，５４１ ３，５１９，７６７ ４，５８３，１１９ 

2 
３３，９８４，７６４ ２６，７２０，８０６ ２，６４３，９７９ ４，６１９，９７９ 

３３，０６０，３６２ ２６，５５６，７４３ ２，４０１，１４５ ４，１０２，４７４ 

3 
３７，５５０，９９１ ２９，６６６，７８２ ３，２０４，１５７ ４，６８０，０５２ 

３６，１０３，８２６ ２８，６２３，７４７ ３，２４８，２３２ ４，２３１，８４７ 

合計 
４５４，９７５，７６７ ３５５，３１２，３９２ ３６，７５０，３５４ ６２，９１３，０２１ 

４３９，４８５，１４１ ３４４，５３５，６８５ ３６，１１６，７９８ ５８，８３２，６５８ 

※下段は２９年度 

 

利用料収入 

月 合 計 入  所 ショート デイ 

４ 
１２，３６０，９１６ １０，２４７，１７２ １，１６２，１５５ ９５１，５８９ 

１２，６７８，６４８ ９，８９６，９４８ １，８０２，９３６ ９７８，７６４ 

５ 
１２，７７１，９７２ １０，３４４，９９７ １，２６５，９３９ １，１６１，０３６ 

１３，１７８，５２８ １０，６２８，５８６ １，３７５，７３０ １，１７４，２１２ 

６ 
１２，５５７，３６０ １０，０８４，３３２ １，３９２，６６２ １，０８０，３６６ 

１２，４８７，９３９ １０，２５１，０３７ １，２４３，６１１ ９９３，２９１ 

７ 
１２，５８８，９９３ １０，３９７，３３１ １，１７０，８４９ １，０２０，８１３ 

１７，５２１，１７１ １０，５７５，８３５ １，１１４，３８９ ５，８３０，９４７ 

８ 
１２，７６５，５６８ １０，４１３，４６０ １，２３５，８２９ １，１１６，２７９ 

７，８００，９９２ １０，３５９，６７９ １，１９９，３５４ ―３，７５８，０４１ 

９ 
１２，４１５，９０９ ９，９９１，１８６ １，３３１，９５６ １，０９２，７６７ 

１２，３９３，９１２ １０，２５０，７１４ １，０９７，２０４ １，０４５，９９４ 

10 
１３，１８０，６９０ １０，４９６，３２５ １，４５４，６０５ １，２２９，７６０ 

１３，０１８，７３２ １０，６８４，３６２ １，３０５，６６７ １，０２８，７０３ 

11 
１２，６３０，９４５ １０，１６８，１７８ １，３１０，２１３ １，１５２，５５４ 

１２，２２５，８２３ １０，０２１，４８６ １，１３８，６８９ １，０６５，６４８ 

12 
１２，９８０，８４１ １０，２５７，８０７ １，５９６，６１９ １，１２６，４１５ 

１２，６００，４４３ １０，２８１，８４４ １，２４９，９５５ １，０６８，６４４ 

1 
１２，３２０，１２１ ９，８９５，６４４ １，４６０，０１６ ９６４，４６１ 

１２，６８４，７４５ １０，４０７，９１１ １，３７０，０９３ ９０６，７４１ 

2 
１１，３３１，３８０ ９，０８４，５０８ １，３１３，５４１ ９３３，３３１ 

１１，１２７，５１６ ９，２５１，０９０ １，０５１，６７０ ８２４，７５６ 

3 
１２，６５９，５１７ １０，１１４，２１６ １，５３０，５０３ １，０１４，７９８ 

１２，１５３，０５７ ９，９２９，８２１ １，３７７，１９３ ８４６，０４３ 

合

計 

１５０，５６４，２１２ １２１，４９５，１５６ １６，２２４，８８７ １２，８４４，１６９ 

１４９，８７１，５０６ １２２，５３９，３１３ １５，３２６，４９１ １２，００５，７０２ 

＊下段は２９年度 
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利用率、介護保険収入、利用料収入(いすずガーデン) 

利用率 

月 入  居（45室） デイ（15人） 

４ １００.０％（９８.０） ６３.０％（５２.０） 

５ ９８.０％（９８.０） ６２.６％（５２.７） 

６ ９８.０％（９８.０） ６４.６％（５６.０） 

７ １００.０％（９８.０） ６４.３％（５８.５） 

８ １００.０％（１００.０） ６７.８％（５７.８） 

９ ９８.０％（９８.０） ６４.３％（５８.８） 

10 １００.０％（９８.０） ６８.７％（５９.６） 

11 ９８.０％（９８.０） ６９.７％（５９.８） 

12 １００.０％（１００.０） ７１.０％（６６.８） 

1 １００.０％（１００.０） ６７.３％（６３.４） 

2 ９８.０％（１００.０） ６５.３％（６７.７） 

3 ９８.０％（１００.０） ６７.０％（６６.８） 

累計 ９９.０％（９８.８） ６６.３％（６０.０） 

※（ ）は２９年度 

 

介護保険収入 

月 合 計 訪  問 定期巡回 デイ 

４ 
４，１２７，７３２ ２４６，８８１ ２，３６５，０６６ １，５１５，７８５ 

３，５５７，９１２ ３２５，１４１ １，９２７，３９０ １，３０５，３８１ 

５ 
４，３４３，０６８ ２２３，８４４ ２，４２６，１５７ １，６９３，０６７ 

３，７３０，１７４ ３０７，６３８ １，８８９，２７０ １，５３３，２６６ 

６ 
４，２４２，２５９ ２９３，４５２ ２，３１９，３１９ １，６２９，４８８ 

３，６９２，５２２ ２９２，７６７ １，８１８，０２１ １，５８１，７３４ 

７ 
４，３０１，８７７ ２５８，８９７ ２，２９７，１３３ １，７４５，８４７ 

３，６４６，９８３ ３３８，５６８ １，６４０，６２２ １，６６７，７９３ 

８ 
４，３６０，７１１ ２０５，５００  ２，２１６，３７１ １，９３８，８４０ 

３，４９７，０１５ ３０７，７９１ ２，０８１，４９８ １，１０７，７２６ 

９ 
４，１１２，００３ ２４７，４８３ ２，２７６，３０４ １，５８８，２１６ 

３，３１４，７７０ ３８７，２７９ １，８６８，６３８ １，０５８，８５３ 

10 
４，４７８，００９ ２５４，２１８ ２，３０９，１５１ １，９１４，６４０ 

３，６６６，６３６ ３１８，３４４ １，７７３，４５７ １，５７４，８３５ 

11 
４，５８４，５３１ ２３４，５４８ ２，５１６，６０５ １，８３３，３７８ 

３，８０５，１０１ ２８８，６１３ １，９６３，６１１ １，５５２，８７７ 

12 
４，５９４，６３１ ２４８，５３０ ２，５５８，６１２ １，７８７，４８９ 

３，９５１，１３１ 0 ２，０４１，９３５ １，９０９，１９６ 

1 
４，４２１，７４９ ２５１，７７２ ２，５０３，２４９ １，６６６，７２８ 

４，０２２，２０８ ３０１，０１９ ２，３０１，９０６ １，４１９，２８３ 
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2 
４，４６６，０９７ ２４２，８９３ ２，６４１，６９２ １，５８１，５１２ 

４，１４０，１４８ ２２４，３７４ ２，１８３，６１８ １，７３２，１５６ 

3 
４，６１９，２４２ ２６８，６９９ ２，５８５，９２７ １，７６４，６１６ 

４，８８６，９６６ ２７６，９０６ ２，６９０，９９７ １，９１９，０６３ 

合計 
５２，６５１，９０９ ２，９７６，７１７ ２９，０１５，５８６ ２０，６５９，６０６ 

４５，９１１，５６６ ３，３６８，４４０ ２４，１８０，９６３ １８，３６２，１６３ 

※下段は２９年度 

利用料収入 

月 合 計 サ高住 訪問 定期巡回 デイ 

４ 
７，０８１，５８５ ６，３９０，２２７ ３７，１３９ ４００，０９４ ２５４，１２５ 

６，９１１，０９４ ６，３０３，８１６ ４６，９８９ ３３５，１１０ ２２５，１７９ 

５ 
７，０８９，７５９ ６，３５４，４６７ ３５，７４６ ４２１，６７３ ２７７，８７３ 

６，８４３，２６５ ６，１８３，５２９ ４４，２５２ ３４９，７２０ ２６５，７６４ 

６ 
６，８４９，５５１ ６，１６９，０６０ ４３，１１８ ３７３，２８１ ２６４，０９２ 

６，７９２，１４０ ６，１７６，８２０ ４３，２６３ ３１０，０４９ ２６２，００８ 

７ 
７，０２４，２１４ ６，３０３，４３１ ４０，１３３ ４０６，６１７ ２７４，０３３ 

６，７８１，７７６ ６，１４６，１３１ ４９，９１２ ３１１，１７８ ２７４，５５５ 

８ 
７，１２４，３４９ ６，３４７，８２０ ４３，３４０ ４２０，９４９ ３１２，２４０ 

６，８４４，９０９ ６，２４２，７８４ ４３，６９９ ３３３，７４２ ２２４，６８４ 

9 
７，０００，２２４ ６，２９０，４３７ ４８，６２７ ４０５，８８６ ２５５，２７４ 

６，７９３，７４７ ６，２３９，７３７ ４５，１９１ ３０１，５５２ ２０７，２６７ 

10 
７，１３６，０１７ ６，３３１，９１６ ５２，２２２ ４３０，０３９ ３２１，８４０ 

６，８６５，８２６ ６，１６６，９２０ ４５，９７６ ３７０，３７５ ２８２，５５５ 

11 
７，０６３，３２６ ６，２８０，７３７ ４９，０５２ ４３６，８５５ ２９６，６８２ 

６，８９６，７０５ ６，２３６，６４３ ４５，９７８ ３３２，１４１ ２８１，９４３ 

12 
７，１４０，０３５ ６，３１３，７６６ ５１，５９０ ４６０，１５８ ３１４，５２１ 

７，０７１，８０７ ６，３９１，６８８ ４０，２１４ ３３７，７１５ ３０２，１９０ 

1 
７，１４８，３６１ ６，３７３，８５０ ５０，７０８ ４４９，８７１ ２７３，９３２ 

７，１３８，９７２ ６，４９７，２５０ ４３，０８１ ３６５，９６４ ２３２，６７７ 

2 
７，０２０，４０６ ６，２０２，７１３ ４８，７３７ ５０４，８７８ ２６４，０７８ 

６，９８４，８２５ ６，２８４，９１３ ３４，４３６ ３３８，１９２ ３２７，２８４ 

3 
７，２０４，１９１ ６，３１１，４９３ ５３，８３１ ５３３，４４３ ３０５，４２４ 

７，２３７，９６１ ６，４５７，４１７ ４０，９６４ ４２５，５７３ ３１４，００７ 

合

計 

８４，８８２，０１８ ７５，６６９，９１７ ５５４，２４３ ５，２４３，７４４ ３，４１４，１１４ 

８３，１６３，０２７ ７５，３２７，６４８ ５２３，９５５ ４，１１１，３１１ ３，２００，１１３ 

    

【いすず苑】 

介護保険収入は 前年よりプラスの約 1,549 万、利用料収入においてはプラスの約 69 万とな

り、合算すると約 1,618 万円の増収である。利用率は、昨年同様 100%に近い状態で稼働するこ

とができている。このことから、収入も昨年クラスがマックスではないかと予測していたが、

30 年度介護報酬改定に新設された加算、医療ケア体制等を整えて算定可能になった加算を取得
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したことが増収に繋がったと考えられる。 

 

【いすずガーデン】 

介護保険収入は前年よりプラス約 674 万、利用料収入はプラス約 171 万となり、合算すると

約 845 万円の増収である。増収となった要因は、ガーデン入居者の定期巡回随時対応型訪問介

護看護サービス利用や通所介護サービスの利用及び外部からの通所介護サービスの利用が増え

たことである。 

 

 五十鈴会全体としては 約 2,463 万円の増収になっている。これは昨年決算時の前年比と較べ

ても約 413 万増である。令和元年度においては、いすず苑は空床のタイムラグの解消、いすず

ガーデンは外部からの通所介護利用者の獲得増で更なる増収を図っていきたい。 

 

 

2、利用者の状況 

 

入所状況（ いすず苑） 

年 齢 男 性 女 性 合 計 

６５歳未満 0 0 0 

６５歳～６９歳 1 2 3 

７０歳～７４歳 2 2 4 

７５歳～７９歳 1 2 3 

８０歳～８４歳 4 8 12 

８５歳～８９歳 3 26 29 

９０歳以上 8 36 44 

計 19 76 95 

平均年齢   86.2 88.5 88 

                                   3 月 31 日現在   

入所者（30.4.1～31.3.31） 退去者（30.4.1～31.3.31） 

30 31 

  退去理由：死亡 28 名（苑 24、伊勢病院 3、日赤病院 1）転院 3 名 

 

介護度別入居状況 

介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５ 計 

0 0 16 41 38 95 

平均介護度：4.23                          3 月 31 日現在 

 

 

入所状況（いすずガーデン） 

年 齢 男 性 女 性 合 計 

６５歳未満 0 1 1 

６５歳～６９歳 1 0 1 

７０歳～７４歳 0 0 0 
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７５歳～７９歳 2 1 3 

８０歳～８４歳 2 3 5 

８５歳～８９歳 1 17 18 

９０歳以上 4 15 19 

計 10 37 47 

平均年齢 84.4 88.0 87.2 

                                 3 月 31 日現在 

介護度別入居状況 

自立 支援 1 支援 2 介護 1 介護 2 介護 3 介護 4 介護５ 計 

4 9 7 7 13 2 0 5 47 

平均介護度：1.49                          3 月 31 日現在 

 

入所者（30.4.1～31.3.31） 退去者（30.4.1～31.3.31） 

4 5 

退去理由：死亡 3 名（ガーデン 0、山﨑病院 3） 転居 2 名（他施設） 

 

【いすず苑】 

 85 歳以上が全体の 76％を占めており、介護度 4,5 の重度利用者が全体の 83％である。昨年度

と比較しても高齢化が進んでいる。特別養護老人ホームの一番の役割であるところの 高齢で重

度の方を支援する状況にある。由って終末期の方が多く、殆どの利用者・家族はいすず苑での看

取りを希望されている。私たちは、可能な限り疼痛やその他の不快な症状を緩和し、本人・家族

の精神的・社会的な援助も含めた総合的なケアを行えるよう努めていかなければならない。 

 

【いすずガーデン】 

 平均年齢は いすず苑と変わらないが 平均介護度は 1.49 と元気な方が利用されている。体

調的にも落ち着いており昨年のデータと殆ど変化がない。元気な方同志が関わり合い、お互い刺

激となっているようである。また、クラブ活動なども盛んであり、介護予防、認知症予防が実践

できている。 

 

3、職員の状況 

 

職員数（いすず苑） 

 性別 人数 

             

職員 

男性 18 

女性 62 

小計 80 

             

パート 

男性 6 

女性 20 

小計 26 

             男性 24 

女性 82 
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合計 
小計 106 

 

 

職員の状況（いすず苑） 

 

種別 

平成 31年 3月 31 日現在配置数 
平成 30 年度中

退職者数 

平成 30 年度中

入職者数 特養 ショート デイ 

施設長 1   

事務長 1   

統括部長 ①   

介護支援専門員 2 0 0   

生活相談員 1 1 1   

事務職員 4   

看護職員 4+2 3+② 6 3 

介護職員 57+1 5+① 9+① 13 10 

管理栄養士 （ 1 ）   

嘱託医 （ 4 ）     

宿直員 2   

ドライバー 1 1 1 

リネン・清掃 8  1 

      

合計 103 20 15 

（ ）は 外部委託に付き合計に含まれない。①、②は兼任 

 

職員数（いすずガーデン） 

 性別 人数 

             

職員 

男性 2 

女性 15 

小計 17 

             

パート 

男性 0 

女性 4 

小計 4 

             

合計 

男性 2 

女性 19 

小計 21 

 

 

職員の状況（いすずガーデン） 

 

種別 

平成 31年 3月 31 日現在配置数 
平成 30 年度中

退職者数 

平成 30 年度中

入職者数 サ高住 定期巡回 訪問 デイ 
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管理者 1   

サービス提供責任者 2    

生活相談員  3   

看護職員       

機能訓練員       

介護職員 10+②+③  1 

介護補助員 2    

事務員 3 1 2 

       

合計 21 1 3 

②、③は兼任 

  

 

 いすずガーデンは職員の定着率が高く、退職者は私事都合を理由とした事務職員が 1 名のみ

であった。 

 いすず苑の退職者は人数的には多く 20 名で、内訳は介護職員と看護職員である。この内、6

名が 65 歳以上であり定年退職であった。その他は、入社されて、仕事内容が体力的にハードで

ある、厳しいなどの理由で早期に退職している。この仕事に向いているか、続けることができる

かを、労働者側、事業所側双方が判断できるように試用期間を設けてミスマッチングを回避でき

るように対応した結果である。 

職員が退職したいと思わせることなく、元気よくやりがいを持って働いていくことが出来る職

場環境を作っていくよう努力していきたい。 

 

 

4、家族会活動 

 

家族会（いすず苑） 

月 日 項 目 内  容 

11 18 
家族会懇談会 

災害時使用のいすず苑用携帯電話について 

いすず苑の医療体制について 

意見交換会他 

満足度アンケート実施 

 

 五十鈴会の法人運営や介護保険制度について理解と協力を求め、家族の意向や意見を聴取する

ための場として家族会を 11 月 18 日に開催した。29 名の参加があり、「災害時使用のいすず苑

用携帯電話」や「いすず苑の医療体制」について説明、報告した後、意見交換会の場を設けた。

頂いた意見や最後に行った満足度アンケートでは、好意的な意見や回答ばかりで、職員一同今後

の励みとなった。 

 また、家族会に出席されなかった家族には 後日、会の内容を郵送にて報告とした。 
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5、委員会活動 

 

委員会活動（いすず苑） 

委員会名 月 日 内容 

 

 

 

 

 

衛生委員会 

4 26 衛生委員会の議事内容を職員へ周知する方法を検討 

5 31 認知症とＢＰＳＤについて（由井産業医） 

6 28 麻疹アウトブレイクについて（中西） 

7 26 生活習慣病とその対策について（亀田） 

8 23 ハラスメントについて（斎藤） 

9 27 腰痛対策に配慮した介助（濱崎） 

10 25 働き方改革について（上島） 

11 22 交通ヒヤリマップの作成について（中馬） 

12 27 交替勤務対策（廣） 

1 24 労働災害においての苑内の環境整備（渡辺） 

2 28 安全衛生意識を向上させるには（金子） 

3 28 メンタルヘルス（上島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体的拘束等適正化

検討、虐待廃止・権利

擁護委員会 

1 ヶ月 1 回 活動：拘束の見直し、経過記録のチェック 

4 
1 身体的拘束等適正化のための指針策定 4/1より施行 

29 会議：30年度活動計画策定 

5 18 会議：6月苑内研修、現在の身体拘束状況について 

6 29 
会議：身体拘束の状況報告・検討と見直し、身体拘束適

正化について、権利擁護としての高齢者虐待廃止対応 

7 25 会議：身体拘束の状況報告・検討と見直し 

8 
24 会議：身体拘束の状況報告・検討と見直し 

30 会議：つなぎ服着用利用者の対応について再検討 

9 

8 会議：ミトン装着利用者の対応について再検討 

26 会議：身体拘束の状況報告・検討と見直し、苑内研修の 

内容と準備について 

10 6 会議：つなぎ着用利用者の身体拘束解除に向けて 

11 
1 

会議：身体拘束の現状と対応・改善点について、苑内研

修について 

25 会議：苑内研修の内容について 

12 27 会議：身体拘束に現状と対応・改善点について 

1 
25 会議：ナースコール未使用利用者の設置に向けた取組み 

28 会議：身体拘束の現状と対応・改善点について 

3 14 委員長引継 

 

 

事故発生防止委員会 

毎月 1 回 事故報告書、ヒヤリハットをチェック及び管理する 

4 25 会議：年間目標、行動計画策定 

6 
17 会議：リスクマネジメントシートについて他 

30 29日発生転落事故について厳重注意事項回覧 
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7 28 会議：ヒヤリハットと事故報告書の違いについて他 

10 
28 会議：苑内研修について、事故発生から 1 ヶ月後の対応

について、リスクマネジメントシートの見直し 

12 2 会議：リスクマネジメントシート更新他 

1 
9 会議：苑内研修内容の変更と確認 

15 会議：苑内研修の段取りについて最終打合せ 

3 
10 会議：1年間の反省と今後の課題 

31 30年度事故・ヒヤリハット統計作成 

 

 

 

 

 

 

感染・予防対策委員会 

4 29 会議：5月の研修内容の検討、感染委員申合せ（マニュアル等） 

5 
15 活動：苑内研修講義（感染と予防） 

18 活動：苑内研修講義（感染と予防） 

6 8 利用者感染症既往歴一覧更新 

7 
11 利用者感染症既往歴一覧更新 

18 会議：エプロン、コップの漂白について他 

8 
6 利用者感染症既往歴一覧更新 

10 利用者感染症既往歴一覧更新 

9 17 会議：加湿器の衛生管理について（レジオネラ感染予防） 

10 5 利用者感染症既往歴一覧更新 

11 21 会議：インフルエンザ発生時の対応について 

2 1 利用者感染症既往歴一覧更新 

3 18 会議：今年度の反省と今後の課題 

 

 

 

 

 

医療ケア委員会 

4 
11 看取りケア委員会の目的と業務について定める 

26 いすず苑における医療体制の説明書作成 

5 9 看取りに関する指針の準備 

6 13 看取り介護マニュアル検討、作成 

7 11 看取りに関する研修について目的や研修内容を定める 

8 8 緊急時の対応手順整備（誤薬・外傷・転倒・熱傷・窒息） 

9 12 緊急時（状態変化）対応マニュアルの検討・作成 

11 14 新人看護職員の技術・業務チェックシート作成 

1 9 新人看護職員の技術・業務チェックシート作成 

3 13 新人看護職員の技術・業務チェックシート作成 

 

 

 

 

 

 

 

行事・レクリエーショ

ン委員会 

4 
13 活動：いきいき菜園（バナナ瓜苗植付け） 

14 会議：年間行事計画、各委員の役割分担について他 

5 
5 会議：ボランティア来苑・外出・七夕・秋祭りについて 

16 会議：秋祭りについて 

6 
2 会議：ボランティア来苑・外出・七夕・秋祭りについて 

15～ 活動：七夕飾り準備 

7 7 会議：ボランティア来苑・花火大会・秋祭りについて 

8 4 会議：秋祭について（イベント、屋台、弁当他） 

9 1 会議：秋祭について（座席表、屋台、会場飾り等） 
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29 活動：秋祭準備 

30 活動：秋祭準備、実施、片付け 

10 6 会議：10・11月行事、12 月クリスマス会について 

11 
2 活動：いきいき菜園（小菜種まき、いちご苗移植） 

10 会議：クリスマス企画、菜園について他 

12 
8 会議：クリスマス、正月、節分行事について他 

15 活動：いきいき菜園（小菜収穫、漬物作り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境整備・生活（食事・

排泄・入浴）委員会 

4 22 会議：今年度の活動計画、役割分担取決め 

5 
12～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

23 会議：寝浴充電器取扱説明、役割分担の報告・検討他 

6 

12～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

23 会議：日常清掃点検・車いす清掃点検の報告・検討 

活動：ブラシ・モップ各フロアの配給、特浴の清掃 

7 

4～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

21 会議：日常清掃点検・車いす清掃点検の報告、ベット柵

清掃の手順・時間の検証 

8 
11～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

29 会議：日常清掃点検・車いす清掃点検の報告・検討他 

9 
6～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

23 会議：日常清掃点検・車いす清掃点検の報告・検討他 

10 
13～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

27 会議：大掃除計画、いきいき菜園の活動について 

11 

13～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

24 会議：日常清掃点検・車いす清掃点検の報告・検討、加

湿フィルター交換について他 

12 

3～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

16 会議：日常清掃点検・車いす清掃点検の報告・検討他 

活動：監査前の各フロア点検 

1 

15～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

20 会議：日常清掃点検・車いす清掃点検の報告・検討、特

浴チェック表見直し他 

2 
13～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

20 会議：特浴の活用について取扱い方法、回転率等を見直す 

3 

10～ 活動：各フロアにて日常清掃点検、車いす清掃点検 

24 会議：日常清掃点検・車いす清掃点検の報告・検討、今

年度の反省と次年度について 

 

 

 

 

毎月 1～2 苑内研修の準備、開催 

4 14 今年度の活動、円買い研修受講者のフィードバックについて 

5 12 5 月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

6 9 6 月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 
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研修委員会 

7 14 7 月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

8 11 8 月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

9 8 9 月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

10 6 10月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

11 10 11月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

12 8 12月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

1 12 1 月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

2 9 2 月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

3 9 3 月度研修の資料・会場準備、アンケート整理 

 

 

 

 

 

指導・教育委員会 

5 31 介護技術マニュアルの作成計画 

6 28 介護技術マニュアル（見守りについて）作成 

7 26 介護技術マニュアル（ベットまわりの介護技術）作成 

8 23 介護技術マニュアル（車いすの介護技術）作成 

9 27 介護技術マニュアル（日常生活動作の介護技術）作成 

10 7 介護技術マニュアル（食事）作成 

11 13 介護技術マニュアル（口腔ケア）作成 

12 17 介護技術マニュアル（排泄）作成 

1 11 介護技術マニュアル（清拭・部分浴・着替え）作成 

2 26 介護技術マニュアル（入浴・褥瘡予防）作成 

3 30 
新人看護職員の技術・業務チェックシート作成（医療ケアと連携） 

入社式の講習準備（接遇、身体介護技術） 

資料保存整備・   

個人情報保護委員会 
毎月 随時 

会議録・決裁書類等の整理・ファイル 

個人情報（利用者・職員）の保護・管理 

 

 

 

 

 

給食委員会 

4 10 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

5 8 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

6 12 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

7 10 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

8 14 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

9 11 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

10 9 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

11 13 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

12 11 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

1 8 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

2 12 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

3 12 前月行事食・特別食の評価、意見交換会 

 

 

 

 

 

4 6 会議：次回広報誌内容とブログアップについて 

6 
16 五十鈴たより 25号発行 

18 会議：25号の反省、次回広報誌 26号の内容について他 

9 
12 五十鈴たより 26号発行 

21 会議：26号の反省、次回広報誌の内容とブログについて 
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広報（写真）委員会 10 21 広報作成のパソコン操作について 

11 8 五十鈴たより 27号発行 

2 6 五十鈴たより 28号発行 

22 今年度の反省、来年度の課題について 

 

 

親睦会 

4 10 前年からの引継事項（収支報告）、今年度の企画 

7 5 日帰り旅行企画 

12 7 日帰り旅行（奈良班）引率 

12 9 日帰り旅行（京都班）引率 

1 16 日帰り旅行（大阪班）引率 

1 18 日帰り旅行（名古屋班）引率 

 

 

 

地域密着型会議（いすずガーデン） 

 月 日 内   容      

定期巡回・随時訪問型サ

ービス 介護・医療連携

推進会議 

４ 17 
・利用料金について 

・評価（内部・外部）公表 

通所運営推進会議 8 22 

・介護保険制度の改正について 

・利用者現況報告 

・意見交換 

定期巡回・随時訪問型サ

ービス 介護・医療連携

推進会議 

11 16 

・利用者現況報告 

・意見交換 

・定期巡回同一建物外サービスについて 

・平成 30 年度の評価について 

通所運営推進会議 2 20 
・相談員交替 

・傾聴ボランティア受入れについて 

 

【いすず苑】 

 介護、看護業務の他に 高齢者施設として安全で安心な生活を送って頂くためにいくつかの委

員会を設置し活動している。 

施設内で発生した転倒や外傷などの事故は事故報告書やヒヤリハット報告書に記録されるが、

事故発生防止委員会はこれらを分析し改善策を検討する委員会である。また、講じた改善策が有

効に機能しているか評価し、効果が見られない場合は、その理由も含めて、より適切な実行性の

高い対策を立案している。事故発生の未然防止策についても同様である。いすず苑では、身体拘

束廃止の観点から、不必要な拘束や行動制限をしないことを基本方針としているが、事故発生防

止との兼ね合いが難しく、特に認知症を患っておられる利用者は特に注意や適切な支援策が必要

である。事故発生防止委員会は利用者一人一人のケースに合わせ身体拘束廃止委員会と協働しな

がら委員会活動を行っている。 

給食委員会は、管理栄養士、利用者代表、介護・看護職員、相談員、配食業者等で構成され、

食事がよりおいしく食べられるよう、環境の整備を行い、利用者の食に対する意見や希望が反映

される利用者参加型の委員会である。月に 1 回、開催している。 



15 

 

 【いすずガーデン】 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスと地域密着型通所サービスの事業所もあること

からいすず苑の委員会活動に変えて それぞれに地域の方々、家族、市役所介護保険課職員を招

いて 2 つの運営推進会議を定期的に開催しており、地域包括ケアの一角を担うことを目的とし

ている。30 年度は、外部評価を実施し、事業所の業務改善に繋げることができた。 

 

6,研修について 

 

苑内研修（いすず苑・いすずガーデン合同） 

月 日 内   容     （講師名） 

4 
17,20 担当者会議の進め方、サマリー・状況報告書の書き方（相談部） 

26 ランクアップ接遇と電話応対（伊勢労務管理事務所・浅野美鈴先生） 

5 
2 精神・発達障がい者しごとサポーター養成講座（ハローワーク） 

15,18 感染と予防（感染予防対策委員会） 

6 19,22 身体拘束についてＶｏｌ1（身体拘束適正化検討委員会） 

7 17,20 介護保険制度改正について（斎藤部長）/研修発表（濱口・大山） 

8 21,24 看取りケア・緊急時の対応方法（看護部）/研修発表（山口） 

9 18,21 防災について（前田） 

10 16,19 高齢者虐待について（金子） 

11 20,23 褥瘡予防/緊急時対応（医療ケア委員会） 

12 18,21 身体拘束についてＶｏｌ2（身体拘束適正化検討委員会） 

1 15,22 事故発生防止策（事故発生防止委員会） 

2 19 個人情報保護法について（Ｋ‘ｓコンサルタント） 

3 19 口腔ケアについて（宇治山田歯科医院） 

 

苑外研修・会議（いすず苑） 

月 日 内   容      場所 主催 出席者 

5 

9 社会福祉施設等新人職員研修 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 大山 

11 職場体験受入事業所指導担当職員研修会 総合文化センター 県社会福祉協議会 斎藤 

19 Ｈ30 介護報酬加算算定推進セミナー メッセウイング 三重県老施協 中西 

28～ ユニットリーダー研修 講義 Ｉｍｙ ユニット推進センタ 河本 

15～ 喀痰吸引研修 いすず苑 プレゼンメディカル 野中他 4名 

18 老施協伊勢志摩ブロック連絡協議会総会 いせトピア 老施協伊勢志摩Ｂ 中西・廣 

22 伊勢市介護保険サービス事業者連絡会総会 二見町公民館 介護事業者連絡会 斎藤 

31 介護報酬改正への対応とこれからの社福の経営戦略 税理士法人あおぞら 税理士法人あおぞら 中西 

6 

6～ 認知症介護実践者研修 総合文化センター 明慎会 西村 

6 県老施協調査研究・研修委員会 三重県社会福祉会館 三重県老施協 中西 

8 県老施協 21 世紀委員会 三重県教育文化会館 三重県老施協 渡辺 

12～ 喀痰吸引研修 いすず苑 プレゼンメディカル 野中他 4名 

12,13 改正法対応・社会福祉法人会計の実務「基本編」 税理士法人あおぞら 税理士法人あおぞら 上島・杉木 

14 平成 30 年度介護保険サービス事業者集団指導 農業屋文化センター 三重県福祉監査課 斎藤他 2 名 
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15 社員採用率・定着率向上 カリヨンプラザ リンク 斎藤 

19～ ユニットリーダー研修 実地研修 美里ヒルズ ユニット推進センタ 河本 

21 介護保険の事務の流れ・算定のポイント解説 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 中垣 

26 社会福祉施設における防災 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 杉本 

27 現場で役立つ介助・リハビリテーション 市立伊勢総合病院 市立伊勢総合病院 坂倉 

29 「やりたい」を「できる」にかえるデイサービス ハートプラザみその 市社会福祉協議会 鈴木 

7 

3 平成 30年度社会福祉法人役員及び幹部職員研修会 リージョンプラザ 三重県福祉監査課 中西 

3～ 社会福祉施設職員合同研修会 ルポール麹町 振興試験センター 山口 

10～ 喀痰吸引研修 いすず苑 プレゼンメディカル 野中他 4名 

12 介護報酬改正（栄養関係）の概要 三重県社会福祉会館 三重県栄養士会 上野 

12,13 東海北陸ブロック老人福祉施設研究大会（岐阜） 長良川国際会議場 全国老施協 渡辺他 2名 

13 社会福祉法人施設等指導監査のポイントと対応 税理士法人あおぞら 税理士法人あおぞら 上島・杉木 

18 安全運転管理者講習 かぐらばリゾート 安全運転管理協議会 上島 

26 ボランティアコーディネーション概論 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 斎藤 

26 多職種研修会「伊勢地区の医療介護連携について」 伊勢地区医師会館 つながり 斎藤 

26 中小企業のハラスメント防止対策セミナー フレンテみえ 三重県労働局 上島 

8 

1 介護労働者雇用管理責任者講習 三重県教育文化会館 ランゲート 上島 

2 県老施協調査研究・研修委員会 三重県社会福祉会館 三重県老施協 中西 

5 アレルギー・リウマチ相談員養成研修会 ガーデンシティ 日本アレルギー学会 亀田 

6～ 喀痰吸引研修 いすず苑 プレゼンメディカル 河本・松葉 

8 給食施設従事者研修会 三重県伊勢庁舎 伊勢保健所 上野 

9 認知症介護実践者研修 総合文化センター 明慎会 西村 

9,10 甲種防火管理者講習 響ホール 日本防火・防災協会 新井 

10 終末期セミナー 三重県社会福祉会館 三重県介護福祉士会 野中 

25 施設ケアマネジメント研修会 総合文化センター 介護支援専門員協会 加藤 

30 老施協伊勢志摩ブロック相談員部会研修会 いせトピア 三重県老施協 渡辺 

9 

3,10 喀痰吸引研修 いすず苑 プレゼンメディカル 河本・松葉 

8 ケアプラン点検 勤労者福祉センター 介護支援専門員協会 加藤 

12～ 認知症介護実践者研修 総合文化センター 明慎会 廣 

13 これからの医療連携と介護予防 二見生涯学習センタ 介護事業者連絡会 鈴木 

18,19 社会福祉法人会計の実務「初級編」 税理士法人あおぞら 税理士法人あおぞら 上島・杉木 

19 伊勢地域介護事業働き方改革推進協議会 いせトピア 伊勢労働基準協会 上島 

26 公正採用選考研修会 三重県伊勢庁舎 三重県労働局 上島 

26,27 キャリアパス対応生涯研修【中堅職員コース】 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 中西沙和 

27 三重県感染症予防普及啓発推進者養成研修会 吉田山会館 県感染症対策課 渡辺 

27 口腔ケアに関する研修会 総合文化センター 三重県老施協 阪本 

28,29 喀痰吸引等指導者養成研修 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 上島とも子 

10 

3 老施協伊勢志摩ブロック給食部会研修会 いせトピア 三重県老施協 上野 

9 リーダーやこれからリーダーになる人のための研修会 高田会館 三重県老施協 中西・新井 

12～ 介護施設等における権利擁護推進員養成研修 三重県社会福祉会館 三重県 濱崎 

15～ 介護施設で働く看護職のための看護実務者研修 三重県看護研修会館 県長寿介護課 森美香 
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18 防災研修「災害に備える」想定外を想定内にする力を 二見学習センター 介護事業者連絡会 鈴木他 

29 労務管理研修会 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 斎藤 

23,24 社会福祉法人会計「中級編」 税理士法人あおぞら 税理士法人あおぞら 上島・杉木 

11 

5 腰痛予防対策講習会 サンワーク津 労働災害防止協会 渡辺・中谷 

6 働き方改革法案と介護事業の関連について 高田会館 三重県老施協 施設長 

22 
ストレスチェック等研修会～集団分析による職

場環境改善と適切な高ストレス者面接指導 
いせトピア 伊勢労働基準監督署 斎藤 

12 

4～ 認知症介護実践者研修 総合文化センター 明慎会 豊田 

6 専門研修Ⅴ「魅力ある職場づくり・人づくり」 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 岡山 

6 認知症高齢者に対する福祉関係者研修会 伊勢保健所 認知症疾患医療～ 山下 

12 経営分析指標に関する研修会 高田会館 三重県老施協 施設長 

13 社会福祉法人の消費税改正への対応 ＴＫＣ三重研修室 税理士法人あおぞら 上島・杉木 

14 地域ささえあい活動セミナー ハートプラザみその 市社会福祉協議会 施設長 

20 
市多職種研修会つながり「この地域の地域包括ケアシ

ステムにおける医療・介護連携推進について」 
伊勢地区医師会館 

在宅医療・介護連携

支援センター 
鈴木 

1 

13 グリーフケア研修会 三重県社会福祉会館 介護支援専門員協会 加藤・下村 

24 老施協第 3 回調査・研修委員会 三重県社会福祉会館 三重県老施協 施設長 

25 障がい者雇用促進セミナー 総合文化センター 三重県労働局 上島 

26 身体拘束廃止セミナー 介護福祉士会研修室 三重県介護福祉士会 出口 

2 

1 給食施設管理者研修会 リージョンプラザ 伊勢保健所 上野 

8 老施協 21 世紀委員会介護フォトコンテスト審査 総合文化センター 三重県老施協 渡辺 

27 パートタイム・有期雇用労働法等説明会 三重県教育文化会館 三重県労働局 上島 

28 地域権利擁護支援研修 三重県庁 県長寿介護課 施設長 

3 

5 老施協伊勢志摩ブロック給食部会研修会 いせトピア 三重県老施協 上野 

6 老施協伊勢志摩ブロック施設長会議 いせトピア 三重県老施協 施設長 

8 改正労働基準法に関する説明会 総合文化センター 三重県労働局 上島 

8 第 19 回統一地方選挙不在者投票事務説明会 伊勢庁舎 県選挙管理委員会 中垣 

13 決算実務対策セミナー 税理士法人あおぞら 税理士法人あおぞら 上島・杉木 

13 災害時における福祉支援について考える 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 前田 

19 地域医療支援病院研修会 伊勢総合病院 伊勢総合病院 坂倉 

 

  

 苑外研修・会議（いすずガーデン） 

月 日 内   容      場所 主催 出席者 

6 
21 介護保険の事務の流れ・算定のポイント解説 三重県社会福祉会館 県社会福祉協議会 大仲 

27 現場で役立つ介助・リハビリテーション 市立伊勢総合病院 市立伊勢総合病院 遠藤、小磯 

8 9,10 甲種防火管理新規講習 響ホール 県消防設備安全協会 奥野 

10 
4 伊勢地区の医療・介護連携について 度会町役場 

在宅医療・介護連携

支援センター 
森本 

15 知っているようで知らない感染症の予防と対策 ハートプラザみその 市社会福祉協議会 山本・花井 
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 職員のスキルや知識の向上の為、研修に参加できる機会を積極的に持つようにしている。苑内

研修においては 業務上、参加できなかったり、やむを得ず欠席する職員に対してはレポートを

課すなど知識習得に関し、より意識してもらうためにも厳しい対応としている。 

 30 年度は、介護職員を喀痰・吸引研修に参加させることに重点を置き、15 人が新たに喀痰・

吸引の認定特定行為業務従事者という資格を取得することができた。現在、資格取得介護職員は

全介護職員の 6 割までになり、いすず苑の医療体制も大きく変わった。 

このようなことが、五十鈴会のサービスの質の向上に繋がることを期待したい。 

 

7、レクリエーション  

 

レクリエーション（いすず苑） 

月 日 内   容 

4 

1 花見・おしるこ提供（いすずガーデン合同） 

1～ いきいき菜園（いちご） 

5,12 花見（朝熊町アリーナ付近） 

10,11 花見（県営体育館付近） 

13 いきいき菜園（バナナ瓜） 

14 音楽鑑賞：サークル歌声（ボランティア） 

18 外宮参拝 

22 太鼓演奏：飯高清流会（ボランティア） 

5 

1～5 紙製武者鎧で記念撮影 

9 百寿のお祝い(ユニットで散らし寿司、シュークリームタワー調理) 

12 吹奏楽鑑賞：皇學館大学吹奏楽部（ボランティア） 

16 外宮参拝 

24,25 野点によるお茶会 

26 音楽鑑賞：サークル歌声（ボランティア） 

6 

1～ 苑庭の梅の実の収穫と梅ジュース作り（2Ｂ） 

10 踊り観覧；ふるさと会（ボランティア） 

12 似顔絵（入所者 4名）：中村さやかさん（ボランティア） 

27 コメダ珈琲を飲みに行こう 

7 

7 七夕飾り 

16 音楽鑑賞：ふれあい隊（ボランティア） 

18 かき氷企画 

21 音楽鑑賞：サークル歌声（ボランティア） 

24,25 流しソーメン 

31 皇太子様、伊勢ご訪問にて沿道にて歓迎 

8 

1 腹話術：笑いのワニ見（ボランティア） 

4 花火大会（苑庭） 

8 スイカ割り 

23 綿菓子を作って食べよう（2Ｃ） 

9 
12 音楽鑑賞：サークル歌声（ボランティア） 

14 敬老の日を祝う会 
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30 秋祭（全館） 

10 17 外宮参拝 

11 

1 たこ焼き作り（1ＡＢ） 

10 吹奏楽鑑賞：皇學館大学吹奏楽部（ボランティア） 

17 音楽鑑賞：サークル歌声（ボランティア） 

21 外宮参拝 

12 

2 お伊勢さんマラソンを応援しよう 

15 いきいき菜園（あさま小菜収穫→漬物つくり） 

22 クリスマス会（ハンドベル、そり） 

1 

1 新年のご挨拶（着物・干支の着ぐるみ着用でお屠蘇を振るまう） 

6 お正月から大笑いしてもらおう（二人羽織、福笑い） 

11 ホットケーキ作り（3Ｃ） 

20 あん巻き作り（デイ） 

2 
2 節分（豆まき） 

20 鍋企画（1ＡＢ） 

  *各ユニットにて 随時、レクリエーションを実施 

 

レクリエーション（いすずガーデン） 

月 日 内   容    （ ）出席者 

4 
1 花見の会（いすずガーデン駐車場にていすず苑と合同開催） 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

5 
7 飼育クラブ（水替え）（利用者 1人） 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

6 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

17 書道クラブ『梅雨』『あじさい』『初夏』（利用者 3名） 

18 音楽演奏（歌とピアノ）（利用者 18 名）→外部ボランティア 

22 ストレッチクラブ『転倒予防』『ケアビクス』（利用者 8名） 

24 園芸クラブ ひまわり支柱立て・草抜き（利用者 2 名） 

7 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

14 宮川花火観覧（利用者・家族 10 名） 

19 昼食会（うなぎ料理） 

22 フラワーアレンジメント（利用者 6名） 

22 ストレッチクラブ（歌・手足の体操）（利用者 16名） 

29 フラダンス→外部ボランティア 

8 

10 うなぎの日（利用者 41名） 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

19 ストレッチクラブ（歌で発声・手足の体操） 

26 書道クラブ（利用者 5 名） 

9 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

16 買い物ツアー（利用者 4名） 

16 クッキング ハニーカステラ（利用者 4名） 
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19 花壇草抜き（園芸クラブ）（利用者 1名） 

23 ストレッチクラブ（座りながら行える体操）（利用者 5 名） 

10 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

21 ハナニラ球根、花苗植付け（園芸クラブ）（利用者 5名） 

27 演奏会（利用者 23名）→外部ボランティア 

28 書道クラブ（利用者 6 名） 

11 11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

12 
11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

16 ストレッチクラブ（ストレッチ体操・合唱発声）（利用者 12名） 

1 

1 正月企画（琴演奏、お屠蘇振るまう）（利用者 23名） 

6 書道クラブ・書初め（利用者 2 名） 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

13 ストレッチクラブ（利用者 13 名） 

13 ひまわりの種取り（園芸クラブ）（利用者 2名） 

2 

3 節分 豆まき（利用者 16名） 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

22 マーガレット植え（園芸クラブ）（利用者 1名） 

3 

3 フラワーアレンジメント（利用者 12名） 

8 買い物ツアー（利用者 2名） 

11 俳句会・選句（俳句クラブ） 

17 書道クラブ（利用者 3 名） 

 

【いすず苑】 

 本年度はボランティアの慰問を多く取り入れ歌や踊りを楽しんでもらった。これ以外にも各フ

ロアでは、午後 2～3 時までの間、1 ヶ所に 3 ユニットの利用者が集まり、歌、体操、ミニゲー

ムなどで賑やかに過ごしている。 

 また、社会との繋がりをもってもらいたいと、外宮参拝やお伊勢さんマラソンの応援など外出

の機会を設けた。楽しまれており、来期もより多くの外出企画を立てていきたい。 

 【いすずガーデン】 

 元気な利用者が多く、バリエーションに富んだ活動的なものになっている。サークル活動が盛

んで俳句クラブ、書道クラブ、ストレッチクラブ、園芸クラブ等がある。前年は、飼育クラブや

映画クラブもあったが、熱心だった入居者が退所されたり、興味が他へ移ったりすることもあり

廃部となった。反対に書道クラブは入居者からの希望で新たに立ち上がったクラブである。この

ように入居者のやりたいこと、好きなことを中心にサークル活動を応援して共に楽しんでいきた

い。 

 

 

8、地域貢献 

 

月 日 内   容     

4 3 清流伊勢（写真） 

5 1 清流伊勢（写真：本館 1 階廊下へ掲示、吊り下げレール設置） 
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6 
5 清流伊勢（写真：本館 1 階廊下へ掲示） 

23 四郷地区まちづくり協議会（第 3 回まちづくり食堂）への協賛（5万円） 

7 3 清流伊勢（写真：本館 1 階廊下へ掲示） 

8 7 清流伊勢（写真：本館 1階廊下へ掲示） 

9 
6 いきいきサロン（楠部町公民館：伊勢弁かるた、ゲーム、体操） 

4 清流伊勢（写真：本館 1階廊下へ掲示） 

10 2 清流伊勢（写真：本館 1 階廊下へ掲示） 

11 7 清流伊勢（写真：本館 1 階廊下へ掲示） 

12 
5 清流伊勢（写真：本館 1 階廊下へ掲示） 

17 いきいきサロン（楠部町公民館：クリスマス作り、体操、お茶会） 

1 9 清流伊勢（写真：本館 1 階廊下へ掲示） 

2 6 清流伊勢（写真：本館 1 階廊下へ掲示） 

3 6 清流伊勢（写真：本館 1 階廊下へ掲示） 

 

 写真サークルの清流伊勢さんには、毎月本会議場で定期会合を開かれたあと会員の自信作を本

館 1 階ローカに展示してもらっている。29 年の 4 月から利用してもらっているが、利用者や家

族または職員にも定着し、いすず苑の名物になりつつある。 

 今期の楠部地区いきいきサロンは、4 回開催のうち、2 回をいすず苑が担当し、あとの 2 回は

山咲苑が担当した。来期は、一宇田地区も予定に入っている。また、担当する職員も交替させ多

くの者に地域貢献を体験させたいと計画している。 

 今期は四郷地区まちづくり協議会のまちづくり食堂に協賛、参加させてもらい意義ある体験が

できた。 

 

9、ボランティア受入（実習生、レクリエーション他） 

 

    いすず苑 

月 日 内   容     

4 
14 音楽鑑賞：サークル歌声 

22 太鼓演奏：飯高清流会 

5 
12 皇學館大学吹奏楽団演奏会 

26 音楽鑑賞：サークル歌声 

6 
10 踊り：ふるさと会 

12 似顔絵ボランティア 

7 

16 音楽鑑賞：ふれあい隊 

21 音楽鑑賞：サークル歌声 

1 腹話術：笑いのワニ見 

8 

2 三重チャレ「しごと密着体験」にて小学生受入れ 

20～23 介護等体験として大学生受入れ 

20～24 介護等体験として大学生受入れ 

9 12 音楽鑑賞：サークル歌声 

11 
10 皇學館大学吹奏楽団演奏会 

17 音楽鑑賞：サークル歌声 
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12 23 クリスマスコンサート：伊勢楽遊会 

  

 

 

  いすずガーデン 

月 日 内   容     

4 8 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

5 20 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

6 
3 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

18 ピアノ演奏 1名 

7 
1 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

29 フラダンス 1名 

8 5 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

10 
7 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

27 音楽鑑賞：ふれあい隊 

11 11 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

12 9 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

2 16 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

3 24 傾聴ボランティア 2名（1対 1にて 30～60分実施） 

 

実習生の受入れや介護等体験は、「地域における公益的な取組」のひとつである。これは、前

述の地域貢献と共に、28 年改正社会福祉法において、「地域における公益的な取組」の実施に関

する責務規定が創設されたことを受けての活動である。地域福祉、社会福祉の向上に繋げていく

ことが目的である。 

資料の表はその活動と利用者のためにレクリエーションを提供してくれたボランティア団体

の受け入れ録である。 

 

 

10、苦情報告 

 

苦情報告 

苦情受付日 

申立人 
苦情の分類 苦情内容 苦情解決経緯及び結果 

7 月 19 日 

 

 

 

 

長男 

 

処方と軟膏の

管理について 

5 月分の薬の処方について疑問

がある。同じ薬を 1 ヵ月に 4 回

も出してもらっている。点数も

かかるのに 1 回で出してもらう

ことは出来なかったのか。塗薬

についても、1 本使い切らずに

次の薬を使っており、3 本も使

用中のものがある。しっかり管

理してほしい。 

処方されたフルニトラゼパムは 

安定剤であるため、慎重を期す

る薬剤である。本人の状態を見

て医師の判断で追加処方をさせ

てもらったが、その都度、説明

が必要であったことを反省し、

翌日、施設長・看護主任・担当

ケアマネが経過説明に加え謝罪

する。また、軟膏については、
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        （いすず苑） 

職員に 1 本を使い切ってから新

しいものを開封し、必要以上に

発注を掛けないように徹底指導

する。これについても謝罪、了

承してもらえる。 

9 月 12 日 

 

長女の夫 
スタッフの対

応 

先日のショート送りの職員は介

助方法は適切であるが、母への

言葉掛けや家族への報告が無く

終始、無言であった。母は対応

次第で明るくなったり暗くなっ

たりする所がある。反対にデイ

の職員はよく声を掛けてくれて

母の機嫌も良い。同じ施設なの

に対応が違うのはなぜか。 

利用者の特性を踏まえた援助を

お願いしたい。 

（いすず苑） 

介護・看護統括部長（ショート

生活相談員兼務）が長女の夫か

ら聞き取りを行い、謝罪する。 

職員からも事情を聞き取り、事

実確認する。ショートに関わる

職員へ、利用者への声掛け・接

遇、個々の支援方法、家族対応

等を指導する。 

9 月 26 日 

 

妻 
スタッフの対

応 

入浴中、なにも話せず無言の職

員がいる。感じが悪い。どうな

っているのか。 

職員と会話することを楽しみに

しているので、話しかけてほし

い。また、話も聞いてあげてほ

しい。 

      （いすずガーデン） 

管理者と計画責任者が職員から

聞き取りを行い事実確認後、指

導する。また、管理者が接遇に

ついての通知文を掲示し全職員

に周知した。その後、速やかに

管理者と計画責任者が本人と本

人の妻に謝罪と今後の対応につ

いて伝え理解を得た。 

10月 16 日 

 

 

 

本人 

 

スタッフの対

応 

山崎病院の看護師が摘便施行中

にガーデン介護職員に対し指示

を行ったが強い口調で拒否をし

た。目上の有資格者に対しての

受答えでない、非常に聞き苦し

くこちらも不快になる。普段よ

り当該職員は口調や対応がきつ

い、普通に話はできないのか。 

 

（いすずガーデン） 

管理者、サービス提供責任者に

て、本人と対応した看護師に状

況を聴収する。苦情と同様の内

容であったため、本人に謝罪す

る。また、当該職員にも事情を

聴くが苦情を受けても当然の内

容であったため、厳重注意及び

指導を行う。その後、当該職員

と管理者で本人に謝罪。理解し

てもらえる。 

2 月 11日 

 

 

 

 

本人 

 

介助内容につ

いて 

入浴にて洗身の際、職員が軍手

を使い介助していた。野菜や物

でもあるまいし、不快である。

虐待と言われてもおかしくない

行為だ 

  

 

 

介護・看護部長により現場サイ

ドの状況を調査し、苦情通りの

実情が確認された。陰部や拘縮

部分を洗う際には、使い勝手が

良いとのことで、利用者の感情

に配慮をしていなかったことが

分かった。今後は軍手を使用禁

止とし、ガーゼタオルや洗身用
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（いすず苑ショート） 

福祉グローブ等を使用すること

とした。本人には部長より謝罪

し改善策を伝えることによって

理解を得られた。 

 

 高齢者福祉に係る制度の改正が行われ、福祉サービスの提供体制が大きく変化するとともにこ

れによる福祉サービスの充実に伴い、寄せられる苦情内容が多様化、複雑化している。五十鈴会

においても、苦情、相談等に真摯に耳を傾け、適切な解決に努めなければならない。  

 30 年度は 5 件の苦情が寄せられ解決に至っているが、職員の接遇に関する苦情が多いのが実

情である。管理者と当該職員の面談を重ねながら、厳重注意と指導を行い、本人と家族に謝罪し

た。全ての職員に向けて、普段より、接遇については機会あるごとに指導しているが、更なる教

育、指導が必要である。 

 

11、修繕、物品購入 

 

修繕（いすず苑） 

月 日 修繕箇所 修繕理由 支払額 

7 20 浄化槽放流ポンプ交換工事 経年劣化による故障 189,000 

7 26 本館 2 階（Ｃ212）エアコン交換工事 

冷風が出なくなった。四方弁等

故障部品の製造停止で修理不能 

新品購入を伴う工事 

134,500 

8 6 本館 2階（Ｃ205）エアコン交換工事 同上 126,000 

9 7 本館 2階（Ａ210）エアコン交換工事 同上 126,000 

9 24 本館ＥＶ基盤交換工事 
インターホン通報エラーが多発 

基盤故障が原因のため交換する 
145,800 

9 29 本館 3 階軒天井張替工事 
台風 21号によりボードが破損、

吹飛ぶ被害があり張り替えた。 

248,400 

（損害保険適用） 

12 20 
屋上給湯システム系統逆止弁取付

工事（本館屋上） 

本館 3Ｆの汚物室・職員トイレ・各

ユニットの水栓から湯が出るため、

逆止弁の取付工事を行った 

155,520 

1 20 本館エアコン交換工事 エアコン経年劣化に伴う買替え 1,140,804 

（10 万以上） 

 

その他修繕（10 万以下であるが留意すべきもの） 

月 日 物品名 修繕理由 支払額 

6 8、11 本館 3階廊下部天井張替工事 
漏水により天井に水が溜まり、

一部天板が崩れ落下する 
90,720 

6 11 本館 2階（Ａ201）天井張替工事 漏水により天井内に水が溜まる 96,260 

 

物品購入（いすず苑） 

月 日 物品名 購入理由 支払額 

4 10 高反発マット 15枚 利用者の褥瘡予防に効果あり。 200,000 
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5 31 テーブル型電気湿温蔵庫（厨房） 経年劣化により使用不能、買替え 675,000 

7 6 介護技術マニュアル本購入 介護職員のレベルアップのため 129,600 

（10 万以上） 

＊担当職員による照明及び天井裏配管（点検口より目視）、外壁の自主点検を随時、実施してい

くこととした 

修繕（いすずガーデン） 

月 日 修繕箇所 修繕理由 支払額 

12 11 浄化槽修繕 経年結果により不具合あり 135,432 

（10 万以上） 

  

 開設から 15 年を経たいすず苑の建物、設備、機器等の老朽化、劣化に伴い、修繕や物品の買

い替えが必要になってきている。状況、状態を精査し合理的な理由をもって予算に計上し、契約

事務規程を遵守しながら購入又は契約を行っている。 本館エアコン交換工事として 1,140,804

円が一番高額な物件であった。これは、来期、計画している大規模修繕に含まれていない利用者

の居室に設備されている家庭用エアコンであり、本館の70室ある居室を 2年～3年の間に順次、

交換していく計画である。 

 また、高反発マットを 15 枚、200,000 円で購入した。こちらは、年々、増えているベット中

心の生活をされている寝たきりの利用者は、褥瘡の発生が予測される。これを予防するためにも、

高反発のマットレスを購入した。 

いすずガーデンにおいては 経年、劣化を理由とした浄化槽の修繕があった。 

 

12、法定点検・監査・調査等 

 

法定点検 

月 日 検査 指摘事項 改善策 

5 6 電気設備年次検査 無し - 

11 

9 浄化槽法定検査・第 11条（本館） 無し - 

9 浄化槽法定検査・第 11条（新館） 無し - 

13 防火設備（扉）定期検査（本館） 無し - 

12 
3 簡易専用水道検査（本館） 無し - 

3 小規模貯水槽水道検査（新館） 無し - 

25 非常用発電機の負荷運転点検 無し - 

1 15 昇降機定期検査（新館） 無し - 

3 15 昇降機定期検査（本館） 無し - 

 

法人監査 

月 日 検査 指摘事項 改善策 

12 20 伊勢市法人監査 文書指摘 6点あり 済 

 

立入検査 

 医科診療所立入検査結果（いすず苑診療所） 

月 日 検査 指摘事項 改善策 
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7 10 診療所の概要、医療安全管理体制、感染防止等 無し － 

 

建物の保全の手段として定期的な点検は有効である。建築基準法や消防法といった法令では、

建物設備の点検を実施することが定められている。点検により異常を早期に見つけると共に、災

害による被害を未然に防ぎ、保全に必要な出費を最小限に食い止める目的がある。このようなこ

とから実施しているのが法定点検である。今期は、建築基準法において専門業者による防火扉の

定期点検が義務化されたことを受けて 11 月 13 日に点検を行い、異常無しとのことで、県に報

告を行った。また、消防法において非常用発電機の負荷試験点検が義務づけられたことにより

12 月 25 日に点検を行い異常なしとのことで伊勢消防署に報告書を提出した。 

 

 

13、消防、防災関係 

 

 消防用設備点検・消防訓練（いすず苑） 

月 日 項 目 内  容 

4 
3 消防用設備等点検 

消火器・スプリンクラー設備・自動火災報知設

備・火災報知設備・非常警報設備・誘導灯 

自家発電設備（指摘あり）・蓄電池設備 

8 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

5 6 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

6 12 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

7 10 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

8 14 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

9 

13 自衛消防訓練 通報訓練・避難訓練・消火訓練（本館 3Ｆ） 

14 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

17 自衛消防訓練 通報訓練・避難訓練・消火訓練（本館 2Ｆ） 

19 自衛消防訓練 通報訓練・避難訓練・消火訓練（本新館 1Ｆ） 

24 自衛消防訓練 通報訓練・避難訓練・消火訓練（新館 2Ｆ） 

10 2 消防用設備等点検 

消火器・スプリンクラー設備・自動火災報知設

備・火災報知設備・非常警報設備・誘導灯 

自家発電設備（指摘あり）・蓄電池設備 

 15 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

11 12 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

12 

14 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

25 非常用発電機負荷試験 
消防法施行規則等の改正に伴う非常用発電機の

負荷試験実施 

1 16 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

2 15 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

3 
15 消防用設備自主点検 消火器・スプリンクラー・非常ベル他 

20 自主防災訓練 職員用階段を使用しての利用者搬送訓練 
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防災（いすず苑） 

月 日 項 目 内  容 

9 

4 防災グッズ購入 懐中電灯、使い捨て食器、電池、ベル他 

6 地すべり対策 
楠部町自治会と協働して傾斜地の大木を   

伐採、陥没箇所の補修 

30 災害時優先電話 停電時使用 

 

 

  防犯（いすず苑） 

月 日 項 目 内  容 

6 15 防犯対策 職員玄関ロック解除番号変更 

 

 

 消防用設備点検・消防訓練（いすずガーデン） 

月 日 項 目 内  容 

4 8 消防用設備自主点検 消火栓、消火器類の設置場所・消費期限調査 

5 

17 消防用設備自主点検 消火栓、消火器類の設置場所・消費期限調査 

31 
消防用設備等点検 

自動火災報知設備・誘導灯及び誘導標識（信号

装置）、消防機関へ通報する火災報知設備、スプ

リンクラー設備、非常電源（自家発電設備）、非

常電源（蓄電池設備）、避難器具、消化器具 

６ 

10 消防用設備自主点検 消火栓、消火器類の設置場所・消費期限調査 

11 避難訓練 防災避難訓練・消火訓練（山﨑病院合同） 

11 指定避難所 五十鈴中学校 災害時協力要請 校長に依頼 

7 10 消防用設備自主点検 消火栓、消火器類の設置場所・消費期限調査 

8 11 消防用設備自主点検 消火栓・消火器類の設置場所・消費期限調査 

9 9 消防用設備自主点検 消火栓・消火器類の設置場所・消費期限調査 

10 9 消防用設備自主点検 消火栓・消火器類の設置場所・消費期限調査 

11 12 消防用設備自主点検 消火栓・消火器類の設置場所・消費期限調査 

12 

21 消防用設備自主点検 消火栓・消火器類の設置場所・消費期限調査 

28 
消防用設備等点検 

自動火災報知設備・誘導灯及び誘導標識（信号

装置）、消防機関へ通報する火災報知設備、スプ

リンクラー設備、非常電源（自家発電設備）、非

常電源（蓄電池設備）、避難器具、消化器具 

1 17 消防用設備自主点検 消火栓・消火器類の設置場所・消費期限調査 

2 17 消防用設備自主点検 消火栓・消火器類の設置場所・消費期限調査 

3 28 消防用設備自主点検 消火栓・消火器類の設置場所・消費期限調査 

 

 消防用設備点検、訓練の実績である。 

また、7 月から 8 月にかけての台風の影響で、いきいき菜園に連なる傾斜地に小規模な地滑りが 

発生した。そこには、大木が植わっており、再び台風による大雨や風を受ければ、さらなる負荷 

が係り大きな地すべりに発展し下を流れる五十鈴川に土砂が流れ込む危険性があると考え、楠部 
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町自治会の方々の助けを借り、防災対策として大木を伐採した。また、陥没箇所は土砂で固め、 

ハザードマップには、土砂災害危険区域に指定がない箇所であったので、伊勢市にも報告を行っ 

た。 

 

14、法人運営 

 

  理事会・評議員会（五十鈴会） 

月 日 内  容 

5 26 監事監査 

６ 2 

理事会 

議題 

 議案第１号  平成 29年度事業報告について 

 議案第２号  平成 29年度決算報告について 

 議案第３号  平成 29 年度事業報告及び決算報告における監事監査報

告について 

 議案第４号  役員の退任と新役員の推薦について 

 議案第５号  平成 30年度補正予算（案）について 

 議案第６号  規則・規程の変更（案）について 

 議案第７号  評議員会開催について 

 その他    第三者評価 評価結果について 

        理事長職務報告 

６ ２１ 

評議員会 

議題 

 議案第１号  平成 29年度事業報告について 

 議案第２号  平成 29年度決算報告について 

 議案第３号  平成 29 年度事業報告及び決算報告における監事監査報

告について 

 議案第４号  役員の退任と新役員の推薦について 

 議案第５号  平成 30年度補正予算（案）について 

 議案第６号  規則・規程の変更（案）について 

 その他    第三者評価 評価結果について         

7 13 

理事会（書面決議） 

議題 

 議案第 1 号  運営規程の修正 

 議案第 2 号  評議員会決議の省略 

7 31 

評議員会（書面決議） 

議題 

 議案第 1 号  運営規程の修正 

10 18 

理事会 

議題 

 議案第 1 号  平成 30年度上半期事業報告について 

 議案第 2 号  平成 30年度補正予算（案）について 
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 議案第 3 号  規則・規程の変更（案）について 

 議案第 4 号  評議員開催について 

 その他    理事長の職務執行状況報告 

        来年度の大規模修繕について 

10 27 

評議員会 

議題 

 議案第 1 号  平成 30年度上半期事業報告について 

 議案第 2 号  平成 30年度 10月補正予算（案）について 

 議案第 3 号  規則・規程の変更（案）について 

 その他    来年度の大規模修繕について 

3 16 

理事会 

議題 

 議案第 1 号  規則・規程の変更（案）について 

 議案第 2 号  本館大規模修繕について 

 議案第 3 号  施設整備等積立金の取崩しについて 

 議案第 4 号  評議員選任候補者の推薦について 

 議案第 5 号  施設整備等積立資産について 

 議案第 6 号  平成 30年最終補正予算（案）について 

 議案第 7 号  平成 31年度事業計画（案）について 

 議案第 8 号  平成 31年度当初予算（案）について 

 議案第 9 号  評議員会開催について 

 報告第 1 号  平成 30年度法人監査指摘事項について 

 報告第 2 号  苦情報告について 

 報告第 3 号  利益相反及び双方代理となる事項について 

 報告第 4 号  理事長の専決事項について 

3 23 

評議員選任・解任委員会 

議題 

 議案第 1 号  評議員の解任について 

 議案第 2 号  評議員の選任について 

3 28 

評議員会 

議題 

 議案第 1 号  平成 30年度最終補正予算（案）について 

 議案第 2 号  平成 31年度事業計画（案）について 

 議案第 3 号  平成 31年度当初予算（案）について 

 報告第 1 号  本館大規模修繕について 

 報告第 2 号  苦情報告について 

 

 30 年度においても 理事、監事並びに評議員の皆様方にご尽力いただいた五十鈴会理事会、

評議員会録である。又、今年度は評議員選任・解任委員会を 3 月 23 日に開催し、新評議員が選

任された。 

 


